











































 長谷川式簡易知能評価スケール（ HDS-R）：認  
知症の可能性について評価するためのツール。 




1.  研究デザイン：事例研究  






















 患者 A 氏： 80 歳代女性。右大腿骨転子部骨
折で入院、その後骨接合術施行。免荷なし。術
ひもときシート：シートの「評価的理解」「分、
析的理解」「共感的理解」の考え方を学び、   













































































































































































知症ケア学会誌第 12 巻 4 号、 p771、 2014 
２）吉崎敦子他：車椅子抑制を外す取り組み、
















 図 1術後のひもときシート  
                                                                        課題の整理Ⅰあなた（援助者）
が感じている課題、事例にあげた
課題に対して、あなた自身が困っ
ていること、負担に感じているこ
とを具他的に書いてください。 
○車椅子への離床時間が少ない。 
○同じ発言が頻回にある。 
○リハビリへの意欲が低い。 
課題の整理Ⅱあなた（援 
助者）が考える方法 
①あなたは本人にどんな「姿」
「状態」になってほしいですか。 
○車椅子に座る時間を少しでも
長く設けたい。 
○安全に過ごしてほしい。 
○本人が気になることを少しで
も解消させたい。 
○下半身キーパーを外せる時間
を作りたい。 
 
②そのために、当面どのような
ことに取り組んでいこうと考え
ていますか？あるいは、取り組
んでいますか。 
○鎮痛剤を定期で内服し疼痛コ
ントロールを図り離床できる時
間を増やす。 
○本人から聞かれたことはその
都度説明している。 
○下半身キーパーが外せる時間
を検討していく。 
（1）病気の影響や、飲んでい
る薬の副作用について考えて
みましょう。 
○現在リハビリ期であり可動
域拡大による疼痛が生じる。 
○緊急入院や環境の変化で混
乱を生じている。 
 
（4）音・光・におい・寒暖
等の五感への刺激や、苦痛
を与えていそうな環境につ
いて考えてみましょう。 
○直接日光が当たらない部
屋 
○車椅子に座っている間は
自身でほぼ身動きがとれな
い。 
○ナースステーションの
声、音、同室者の声 
 （6）住まい・器具・物品等の
物的環境により生じる居心地
の悪さや影響について考えて
みましょう。 
○私物が周囲にない時があ
る。 
○車椅子乗車時に下半身キー
パーを装着することで窮屈感
がある。 
○ナースコールでの対応が遅
れる時がある。 
○同室者の声や看護師が行き
来することで気持ちが落ち着
かない。 
（２）身体的痛み、便秘・不眠・
空腹などの不調による影響を
考えてみましょう。 
○動作時に疼痛が出現する。 
○車椅子に長時間座ると腰痛
が出現する。 
 
課題に関連しそうな本人の 
言動や行動を書き出してみましょう 
あなたが困っている場面（A に記載
した内容）で、本人が口にしていた
言葉、表情やしぐさ、行動等をあり
のままに書いてください。 
○「もう帰るからこれ（キーパー）
を外してほしい。」「私はこんなに座
ったことがないです。早くベッドに
戻してほしいです。」などの発現。 
○財布を何度も見てお金のことを気
にしている。 
○いつも困惑し不安な表情が見られ
る。 
（7）要望・障害程度・能力の発揮
と、アクティビティ（活動）とのズ
レについて考えてみましょう。 
○日常生活の全面に渡って介助を
しているが、ベッドサイドの私物整
理などは一緒にできるのでは。 
○パウチからの便処理は看護師が
見守りの元本人が行っても良いの
では。 
 
（3）悲しみ・怒り・寂しさな
どの精神的苦痛や性格等の心
理的背景による影響を考えて
みましょう。 
○短期間のうちに環境が変化
し混乱している。 
○認知面が低下していること
への自覚があり不安に感じて
いる。 
○面会者が少ない。 
 
（5）家族や援助者など、周囲
の人の関わり方や態度による
影響を考えてみましょう。 
○離婚歴あり、子供とは疎遠。 
○本人と親睦のあった友人の
夫（I氏）とその子供がキーパ
ーソン 
○車椅子に移ってもただ座っ
ているだけとなることがあ
る。 
（8）生活歴・習慣・なじみの
ある暮らし方と、現状とのズ
レについて考えてみましょ
う。 
○元々は独居、家でテレビを
見て過ごすことが多い。 
○趣味はパチンコ、刺繍 
○犬を飼っていたことがあ
る。 
○常に携帯を持っていた。 
 
課題の背景や原因を整理してみましょう 
思考展開エリアに記入した内容を使って、こ
の課題の背景や原因を本人の立場から考えて
みましょう。 
○突然の受傷や短期間で環境が変化し不安や
混乱をきたしている。 
○金銭管理等今まで自分でしてきたことがで
きなくなることで不安を感じている。 
○動作時に疼痛が出現し、ベッドに横になり
たいという気持ちになる。 
「A 課題の整理Ⅰ」に書いた課題を本
人の立場から考えてみましょう。 
「D課題の背景や原因の整理」を踏まえて、
あなたが困っている場面で、本人自身の「困
り事」「悩み」「求めていること」は、どのよ
うなことだと思いますか。 
○感じている不安や混乱を解消させたい。 
○疼痛を軽減させたい。 
本人にとっての課題解決に向けてできそ
うなことをいくつでも書いてみましょう 
このワークシートを通して気付いた本人の気
持ちにそってア：今できそうなことやイ：試せ
そうなことウ：再度事実確認が必要なこと等を
いくつでも書いてみましょう。 
ア：カレンダーや時計を置き生活のリズムを付
ける。テレビを見る時間を作る。 
イ：車椅子に座っている間本人が熱中できそう
なことを取り入れる。 
ウ：疼痛の程度に応じて鎮痛剤の検討をする。 
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